
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公

正
な
世
界
を
め
ざ
し
て
」
と
、

今
年
も
“
あ
い
ち
平
和
行
進
”

の
名
古
屋
市
集
中
行
進
が
６
月

８
日
行
わ
れ
、
中
川
区
で
も
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
昨
年
を
さ

ら
に
上
回
る
１
２
０
人(

の
べ)

が
参
加
し
、
安
倍
政
権
の
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」
へ
の
怒
り

を
示
し
ま
し
た
。

出
発
集
会
で
は
、
す
べ
て
の

参
加
者
・
団
体
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
県
内
通
し
行
進
の
遠
藤
、

佐
藤
の
両
氏
か
ら
も
激
励
と
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
か
ら
は
、
江
上
ひ
ろ
ゆ
き

元
市
議
が
あ
い
さ
つ
。
「
安
倍

内
閣
の
暴
走
、
と
り
わ
け
憲
法

破
壊
の
『
集
団
的
自
衛
権
』
行

使
容
認
の
『
閣
議
決
定
』
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
に
全
力
を
尽

く
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
訴
え
に
、

参
加
者
も
共
感
の
声
と
拍
手
で

応
え
ま
し
た
。

行
進
は
、
高
畑
の
中
川
区
役

所
前
を
出
発
し
、
区
内
を
巡
り

金
山
駅
南
口
に
至
る
コ
ー
ス
、

「
核
兵
器
を
な
く
そ
う
！
原
発

は
い
ら
な
い
！
」
「
ノ
ー
モ
ア

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
！
ノ
ー

モ
ア
・
フ
ク
シ
マ
！
」
「
平
和

憲
法
を
守
ろ
う
！
原
発
の
再
稼

働
は
す
る
な
！
」
な
ど
と
、
ピ
ー

ス
コ
ー
ル
で
ア
ピ
ー
ル
、
沿
道

や
車
か
ら
声
援
が
あ
り
、
喫
茶

店
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
出
て
き
て
手

を
振
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
達
も

あ
り
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
は
、
７
月
１
日
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
江
上
ひ
ろ

ゆ
き
元
市
議
と
日
本
共
産
党
中

川
区
委
員
会
は
、
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
は
許
さ
な
い
。
今
必

要
な
の
は
、
中
国
を
含
む
北
東

ア
ジ
ア
で
の
平
和
協
力
構
想
の

実
現
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
連

日
の
街
頭
宣
伝
と
と
も
に
、
６

月
21
日
、
市
議
選
勝
利
め
ざ
す

キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝
も
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
街
頭
か
ら
手
を
振

る
人
、
「
が
ん
ば
れ
よ
」
と
、

激
励
も
増
え
て
い
ま
す
。

「
閣
議
決
定
は
さ
れ
て
も
、

こ
れ
か
ら
、
自
衛
隊
法
の
変
更

を
は
じ
め
国
会
論
戦
が
始
ま
り

ま
す
。
69
年
前
の
侵
略
戦
争
の

反
省
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い

誓
い
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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熱
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。
６

月
12
日
（
現
地
）
か
ら
始
ま
っ

た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
、
今
月
13
日
の
決
勝

は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
▼
参

加
国
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
含
め
、

２
０
４
カ
国
だ
そ
う
で
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
大
会
で
、
ボ
ス
ニ
ア
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
イ
ラ
ン
と
い

う
国
名

を
聞
き

ス
ポ
ー

ツ
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ル
ー

ル
が
あ
り
、
審
判
が
い
て
華
麗

な
プ
レ
ー
も
あ
り
ま
す
▼
日
本

は
残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
残
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
一
人
一
人
の
一
所
懸

命
の
プ
レ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
ち
残
っ
た
チ
ー
ム
は
、
点
を

取
る
べ
き
人
が
と
っ
た
、
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
改
め

て
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
で
す
▼
一

方
、
「
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
り
学
校

を
つ
く
れ
」
な
ど
過
大
な
建
設

費
へ
の
批
判
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
市
民
の
声
が
世
界
に

伝
わ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
施
設
建
設
の
た
め
に
ま
ち

が
こ
わ
さ
れ
て
は
た
ま
り
ま
せ

ん
▼
ル
ー
ル
を
も
と
に
全
世
界

が
競
い
合
う
平
和
の
祭
典
。
国

連
憲
章
を
基
に
国
ど
う
し
も
こ

う
あ
り
た
い
。
友
好
都
市
関
係

も
改
善
し
た
い
。
素
晴
ら
し
い

試
合
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
に

思
う

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
７
月
17
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

核兵器廃絶を訴える平和行進のみなさん（尾頭橋交差点を東へ）

核
兵
器
な
く
そ
う
！
原
発
い
ら
な
い
！

あ
い
ち
平
和
行
進
中
川
区
通
過

行
進
に
１
２
０
人
参
加

区
役
所
前
か
ら
金
山
へ

戦
争
す
る
国
づ
く
り
で
な
く
９
条
生
か
す
国
へ

国
民
の
声
を
聞
け



日
本
共
産
党
名
古
屋
市
議
団

が
４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
６

月
26
日
現
在
、
全
体
で
４
５
９

３
通
、
う
ち
中
川
区
で
４
１
０

通
返
信
さ
れ
ま
し
た
。
「
名
古

屋
市
政
に
の
ぞ
む
こ
と
」
５
つ

ま
で
選
択
に
つ
い
て
、
中
川
区

で
は
、
第
１
位
が
「
ム
ダ
な
公

共
事
業
の
削
減
」
、
第
２
位
が

「
原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
」
、
以
下
、
敬
老
パ
ス
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
が
続
き
ま

す
。２

年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

で
は
項
目
と
し
て
な
か
っ
た

「
ム
ダ
な
公
共
事
業
の
削
減
」

が
、
ダ
ン
ト
ツ
に
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
河
村
市
長
が
す
す
め

る
「
名
古
屋
駅
周
辺
の
開
発
」

「
名
古
屋
城
天
守
閣
木
造
復
元
」

「
金
城
ふ
頭
の
開
発
」
は
、
最

下
位
で
し
た
。

原
発
へ
の
関
心
も
目
立
ち
ま

す
。
問
題
と
な
っ
た
「
敬
老
パ

ス
制
度
の
堅
持
」
を
望
む
声
は
、

年
齢
と
と
も
に
高
く
な
り
、
70

歳
代
以
上
で
は
第
１
位
で
し
た
。

期
待
の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
い
つ

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
40
歳

未
満
の
層
で
、
「
国
民
健
康
保

険
料
の
値
下
げ
」
が
、
第
２
位

で
し
た
。
非
正
規
労
働
者
の
多

さ
と
関
連
が
あ
り
そ
う
で
す
。

待
機
児
童
解
消
、
学
童
保
育
充

実
、
い
じ
め
解
消
も
こ
の
層
で

は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議
は
、

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と

に
市
政
に
つ
い
て
話
し
合
う
場

を
設
け
、
来
年
４
月
の
市
議
選

の
政
策
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
た
い
、
と
語
っ
て
い
ま
す
。

中
川
区
の
日
本
共
産
党
後
援

会
は
６
月
22
日
、
バ
ス
旅
行
の

企
画
で
浜
名
湖
を
訪
れ
、
「
浜

岡
原
発
い
ら
な
い
湖
西
の
会
」

の
河
西
尚
章
代
表
に
、
浜
岡
原

発
の
危
険
性
と
脱
原
発
運
動
に

つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

河
西
さ
ん
が
語
ら
れ
た
の
は

な
ぜ
「
浜
岡
」
は
危
険
か
？

浜
岡
原
発
は
東
海
地
震
の
予

想
震
源
域
の
真
上
に
あ
る
世
界

一
危
険
な
原
発
で
す
。
地
震
予

知
が
で
き
ず
、
緊
急
停
止
す
る

と
き
制
御
棒
が
挿
入
で
き
な
い

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
と
制
御
棒

の
模
型
を
示
し
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
（
写
真
）

「
水
蒸
気
爆
発
が
起
き
れ
ば

東
京
、
名
古
屋
ま
で
も
が
避
難

区
域
と
な
る
」
「
中
部
電
力
の

本
社
が
あ
る
名
古
屋
の
み
な
さ

ん
と
も
協
力
し
て
浜
岡
原
発
を

廃
炉
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

三
上
元
市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
今
ま
で
原
発
は
『
危
険
だ

が
安
い
』
と
経
済
界
の
人
々
は

原
発
を
支
持
し
て
き
た
が
『
安

く
な
い
』
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
か
ら
続
け
る
理
由
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
守
系
の
脱
原
発
派
が

増
え
て
い
る
。
頑
張
り
ま
し
ょ

う
「
ゼ
ロ
」
ま
で
は
！
」
と
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

７
月
の
早
朝
宣
伝

１
日

火

下
之
一
色

４
日

金

近
鉄
戸
田

７
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

８
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

11
日

金

高
畑

15
日

火

名
鉄
山
王

18
日

金

近
鉄
伏
屋

22
日

火

万
場
小
橋

25
日

金

昭
和
橋

29
日

火

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

31
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

７
時
半
か
ら
８
時
過
ぎ

浜
岡
原
発
の
再
稼
働
は
危
険

山
下
よ
し
き
書
記
局
長

が
話
し
ま
す

日
本
共
産
党
演
説
会

江
上
元
市
議
も
登
壇

日
時

７
月
11
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分

開
演

場
所

名
古
屋
市
公
会
堂

大
ホ
ー
ル

会
場
で
逢
い
ま
し
ょ
う
。

市
政
に
の
ぞ
む
こ
と

ム
ダ
な
公
共
事
業
の
削
減
第
１
位

原
発
、
敬
老
パ
ス
、
国
保
、
介
護
、
と
続
く

市
民
要
求
踏
ま
え
た
市
政
を

つ
ど
い
や
シ
ン
ポ
で
声
を

浜
岡
原
発
の
危
険
性

湖
西
市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ


